
真北大学 ･ A P H 合同ワ ー クシ ョ ッ プ

近年の ア ジア地域 の経済発展や都市化 の進展に は著 しいものが

ありますが ､ 必要 なイ ンフラの 整備が伴わないため ､ さまざまな問

題が生 じて いる場合が多く ､ とりわけ水貫汚濁や劣悪な衛生環境の

改善は大きな課題です ｡ 生活排水や産 業排水を適切 に処理 して いく

ことが欠かせ ませ んが ､ その ために は､ 低 コ ス ト ･ 低 エ ネルギ
ー 消

費で ､ 運転 ･ 保守が容易であり ､ か つ 処理水質が良好な技術が求め

られます｡
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東北大学とA P E X は ､ それぞれ20 年近くの年月をかけて ､ その よう

な､ ア ジア 地域に連合的な排水処理技術の開発を進めてきました｡

別個に取 り組んで きたものでありなが ら､ ともに嫌気性処理と好気

性処理 を組み合わせて プロ セ ス を構成して おり､ また､ 好気性処理

部分 に おい て ､ 東北 大学 で はD HS( 下 向流ス ポン ジ懸垂型 リア ク

タ ー

) ､ A P E X で は立体格子状接触体回転円板と､ オリ ジナル な技術 を

開発 し､ 採用 して いる点で も共通性が あります｡ 一 方 ､ 東北大学の

技術は中 ～ 大規模な下水道に も通用 し､ A P E X の 技術は小規模な コ

ミ ュ ニ テ ィ排水処理 に適すると い う､ 相補的な側面 も持 っ て いま

す｡ 特に小規模シス テム で は､ 住民の 主体的な受容との動的連関か

ら技術をとらえて いく ことも重要となります｡

東北大学の 技術開発 は､ JS T 科学技術振興朋農 責プロ グラム に

よ っ て加速された後､ J S T -JIC A の
一

地球規模課題対応国際科学技術

協力事業(S A T R E P S ) プ ログラム
"

や 文部科学省の
`

社会シス テム

改革と研究開発の 一 体的推進事業
"

と してさらに開発が進み ､ 実機

化と普及の 段階を迎えて います｡
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一

方 ､
A PE X の 技術は ､ 9 基の モ デル システム をイ ン ドネシアの4 つ

の都市に配置し､ それを基盤と して ､ 広域的普及 を展望する段階と

なっ て います川C A 草の根技術協力事業草の根パ ー トナ ー 型) ｡ それ

らの 実機により､ 環境1 一 優秀井( 日立環境財団地主催) ､ G O O D プロ

ジ ェ ク トr 世界を変える トイ レ大井｣ ( 日本水フ ォ
ー ラム 主催)の 二 つ

の其の 受賞にもい たりま した｡

こ の 合同ワ ー クシ ョ ッ プで は､ それらの技術を紹介し､ これまで

の活動の開発や経験をふまえながら ､ これからのア ジア地域に連合

的な排水処理技備に つ い て考えます｡
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原田 秀樹

東北大学大学院 工 学 研 究科散 乱 1 9 4 9 年 生まれ｡ 東北 大学大学院 工 学研 究科博 士課程修 了 ､ エ 学 博士 ｡ ア ジア エ 科 大 学

A 汀( 在/くン コク) 准教授 ､ 長岡技価科学大学教授を経 て現職 ｡ 専門は 環境 価 生 工 学､
生 物反 応 工 学 ､ 微生 物 生態学｡ 著書

に
"

E n vi . ｡ n m e nt 8 1 A n a 即 O bi c t 8 C h n o】o g y
` ′

.
I m p ¢ri a【 C oll e g e P r e s s ､ 『水環境 工 学』( 共 著 朝倉書店) など ｡

田 中 直

特定非営利活 動法人 A P E X 代表 理 事｡ 理 学 博士 ｡ 1 9 5 1 年 生まれ｡ 東京 大学 工 学部卒業後､ 石 油会社で 石 油 精製プロセ ス 管

理 ､ / くイオテクノロ ジ ー

､ 排水処 理 などの 菓潮に従事する
一 方 ､
1 9 8 7 年 の設 立 当 初か らA P E X の 代表を務 め ､ 1 9 9 9 年より専従

( 代 表) となる｡ 著書に『適正技術と代 替社会- インドネシア で の 実践 か ら』( 岩波新書､
2 0 1 2 年) ､ 論文にr 適正 技術の創出 に向

けて｣( 西 川 潤編『アジアの 内発的発展』所収 ､ 藤原書店､
2 0 0 1 年) 編著書 に『転換期 の技術者 たち』( 効 草書房 ､ 1 9 拍 年) など｡

特定非営利活動法人A P E X ( 担当 : 塩原)
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(右記Q R コ ー ドか らもお申込み頂 けます)

メ ー ル ､ 電話またはF A X お申込 みの 際は ､ 合 同り
一

ク

ショップ参加希望と明記の 上 ､ お名前とご連 絡先(メ ー

ル アドレ スまたは電話)をお知らせ下さい ｡

※ 当日 の 受付も承りますが ､ 参加人数によっ て は立ち見と

なっ て しまう可能性がございますの で ご了承ください ｡

東北大学 ･

原 田秀樹研究室

※東北大学 ･ 原田 秀樹研究室 では､ 途上 国の 衛生

環境改善に向けて ､ 嫌気性前段処理( U A S B) と

好 気性後段処 理( D H S) を組み 合わせ た 下 水処

理 シ ス テム の 開発( D-S T A R プロジェクト)を行 っ

て い ます｡

特定非営利活動法人 A P 亡X

※ 特 定非営利活動 法人 A P [ ×は ､ 柑 8 7 年の 設立

以 来､ イン ドネシア を主 な活動地域 として ､ 現 地

の 状況 に 適した技術の開発と普 及を重視 しなが

ら､ 排水 処 理 ､

/ くイオ マ ス エ ネ ル ギ
ー

開発 ､ 職

業訓練などの 活動を行っ ています｡
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